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ヌメハノリ Delesseriaviolacea (HARVEY) 
KYLIN について

-上日出夫*

H. MIKAMI : On Delesseria violacea (HARVEY) KYLIN 

ヌメハノリについては Apoglossumviolaceum (HARV.) J. AG.の名のもとに，既に

岡村1) によりかなり詳細な記載が行なわれたが，その後 KYLINによる学名変更に伴い

Figs. 1・2. 1， Early stage in development of branch. X370. 2， Margin of thallus 
showing later stage in development of branch. X 230. 
1-10…s唱mentsof apical cell a...apical cell ;∞…central cell ; i2 • ia...initial cells 
of cell rows of second and third ordぽ， respectively in..寸前町calarycell. 

*札幌大学(和幌市西岡243-2)

The Bulletin of J apanese Society of Phy'∞logy， Vol. XX， No. 2， 54-58 Aug. 1972 
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DelesS1師 aviolacea (HARv.)KYLINの名が適用され今日に至っているほ，YLIN2入岡村町。

筆者はヌメハノリのもつ諸性質のうち，これまで暖昧なままに礎認されていなかった幾

つかの点，即ち生長点及びブ。ロカ/レフ。の構造儀式，雄精器官と四分胞子畿のオリジンなど

について，一応の観察結果をまとめることを得たので次に報告したい。

供試材料:1970年3尽から1971年6月にかけてd嶋近海の忍路付近(塩谷.桃内〉など

で得られた雌性体，雄性体及ぴ四分胞子体を用いた。

Figs. 3-6. 3， Apical part of female plant showing stages in development of procarp. 
x 370. 4， Mature pr∞arp with a江xi¥iarycel1. xおO. 5， Transverse担 ctionof 
cystocarp. x 92. 6， Proliferation with young cystocarp. X 28. 
au...auxi¥iary cel1 ; cb...c釘 pogonialbr釦 ch cbl> cb2， cb3...first， second， and third 
cel1s of carpogonial branch， respectively cbi..・initialcel1 of carpogonial branch; 
cbmc.. 'mother cel1 of carpogonial branch ; cc.. .central cel1 ; cp"'C訂 pogonium;pc… 
pericentral cel1・C・..rhizoidalcel¥ ~…C釘posporangia 配…supporting cel1 stCl， 
stc2…first and second groups of sterile cel¥s， respectively stclmc， stc2mc....mother 
cel¥s of first and second groups of sterile cel1s， respectively. 
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生畏点:Fig.lはヌメハノリのごく若い生長点を示す。即ち，横に関節する頂細胞 (a)

をもち，第2位列並びに第3位列の頂細胞(i2，i3)は何れも体の縁辺に達する。しかし

何れの列においても介生分裂はみられない。とζろが， Fig.2はやや生長の進んだ段階を

示す。即ち，第2位列は縁辺鋸歯をつくる細胞列としてすぺてが体の縁辺に達ずるけれど

も，第3位列の頂細胞は総てが縁辺に到達するとは限っていない。更に第2位列の基部付

近には明かな介生分裂 (in)の存在をみるようになる。

プロカルプ及び嚢果:Fig. 3は本種のプロカ1レプ発生を示す。即ち，フ。ロカノレフ。は各裂

Figs. 7-11. 7， Surface view of margin of spermatangialωrus. X 370. 8， Trans' 
verse section of spermatangial sorus. X 370. 9， Proliferation with spermatangial 
sori. x 20. 10-11， Transverse section of tetrasporangial sorus. X 230. 
a…antheridia cc..・centralcell …tetrasporangia. 
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片4溝上の中肋に沿って求頂的に形成される。 1コのプロカJレプは4コ細胞よりなるカノレ

ポゴン枝1組と， 2組の中性細胞とをもっ。目Fig.4は受精直後における助細胞の分割を示

す6助細胞の周りには4コ細胞程よりなる第1次中性細胞 (stCt)と2.......3コに分割した

第Z次中位細胞(蹴2)とがみられた。 Fig.5はゴニモプラスト並びに果胞子 (s)を示

す。果胞子は数コずつ連って生ずる。獲果内に生ずる rhizoidalcell (rc)は受精を終った

プロカルプをとり巻く体細胞に由来し，二次的に獲果の内壁細胞と連絡する。護果は各裂

片の基部近くに夫々 1コを生ずる (Fig.6)。

精子嚢:精子畿斑は Fig.9に示す如く，各裂片4、集の縁辺部及び脈部を除く全面に生

ずる。 Fig.7は表面観察による精子獲群の発生を示す。精子母細胞は皮層細胞の霊層分裂

によって生ずる (Fig.8)。

四分胞子獲:四分胞子褒は各裂片の中肋両側に線状に並んで生ずる。四分胞子嚢は pri-

mary cellからの特別枝として変成される(Fig.10)。

考 努

ヌメハノリの生長点については従来，陵昧な程度にしか理解されていなかったが，今回

の材料によって，それはまさしく Delesseriaタイプ依.YLIN2))の特徴をそなえているこ

とが確認された。即ち，介生分裂は第1位列に見られずに，第2位列に至って散見される

σig. 2， in)。次に本種のもつプロカJレプは，突を熟すべき裂片小業の中肋上に求頂的に

並んで形成され 1組のカIレポゴン枝と 2組よりなる中性細胞とをもつことが確かめられ

たので，乙れまた KYLIN2)のいう Delesseriaタイプに一致している。精子裂の形成につ

いては，コノハノリ税の他のメンバーの場合とほぼ同じであり，中軸細胞の各々の側に 1

層の精子母細胞が並び 1コの母細胞より 1.......2コの精子裂を分割する(Fig.8)。

さて次に KYLINのは，コノハノリ税の四分胞子袋発生につき次の 3型を区別した。

(1) 四分胞子畿は表皮細胞より生ずる……Delesseriaタイプ

(2) 四分胞子裂は体の内部組織より生ず......Phycodrysタイフ。

(3) 四分胞子裂は表皮細胞より生じ，かつ周囲の多数細胞と小点結合を示す

…..Nitophyllumタイプ

さて，Delesseria属のタイプ種であるところの D.sanguinea (L.) LAMOUROUXの

場合については勿論上記(1)の Delesseriaタイプに属している (KYLJN2.4・的。ところが

本種(ヌメハノリ〉の場合については (1)ではなくて (2)の Phycodrysタイプにあてはまる

という乙とである。即ち，既にのべたように，ヌメハノリの四分胞子袋は明かに体内部の

primary ceIlから生じたものであると理解される (Figs.10.......11)。一方，乙の点に関し既

に岡村1.3) は「ヌメハノリの四分胞子裂は戚実業の中肋を成せる細胞と連絡せる皮下細胞

の枝として生じたる細胞より変成する」とのべ，それが発生上，表皮細胞とは直接関係を

もたないことを指摘している。以上に掲げた事柄より判断して，ヌメハノリの分類学上の

位置を先づコノハノリ亜斜の Delesseriaクツレーフ。に所属させることには何等問題は無い
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ものと確信する。ところで今日，Delesser匂グループ。中には，筆者の知る限りでは次の 5

属が配されている。即ち Apoglossum，Delesseria， Pseudolaingia， Marionella及び

Laingiaがそれである。 WAGNER6)によるとそれらの中で Marionellaの四分胞子畿は

primary cell及び内部皮膚細胞より生ずるとし，更に Laingiaの場合もほぼ同じ型だと

のべている。このことはヌメハノリの場合との類似点として極めて深い興味を感ずる。従

って最後に， 本種(ヌメハノリ)をこのまま Delesser泊属の中に含めておいて差支ない

かどうかについてはかなりの疑問が残る。そ乙で今後，Delesseria属のタイフ。種以外の近

縁種をも含めつつ更に総合的検討を深めた上で改めてこの問題を扱いたいと思う。

Summary 

1) The apical segmentation and the reproductive organs in Delesseria violacea 

(HARv.)KYLIN were observed on the basis of specimens from Oshoro (Hokkaido). 

Besides the male plant is newly described. 

2) The apex are typical of other Delesseria group. 

3) The proc訂 psare formed acropetally on the central row of cells of the prolifera-

ticns. 

4) The procarps consist of a four-celled carpogonial branch and two groups of steri1e 

cells as in other members of Delesseria group. 

5) The carposporangia are borne in chains. 

6) The rhizoidal cells are derived from primary cells in the vicinity of the ferti1ized 

procarp. 

7) The spermatangialω'ri cover both surfaces except the margin of the proliferations. 

8) The spermatangial mother cells are formed by anticlinal divisions of the cortical 

cel1s. 

9) The tetrasporangia are cut off from the primary cel1s as in Phycodrys type. 
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